
伊万里地区新高校再編整備実施計画＜概要版＞                   

１ 校名     

佐賀県立伊万里実業高等学校 （さがけんりつ いまりじつぎょう こうとうがっこう）           
 ○ 開校時期 ： 平成31年４月 
 ○ 課  程 ： 全日制課程・定時制課程 
○ 設置場所及び学科  

校舎名 
農林キャンパス 

（再編前の伊万里農林高等学校校舎 <校地>） 
商業キャンパス 

（再編前の伊万里商業高等学校校舎 <校地>）

設置場所 
〒848-0035 
佐賀県伊万里市二里町大里乙1414 

〒848-0028 
佐賀県伊万里市脇田町1376 

学  科 
 

〇大学科 

・小学科 

 

 
【全日制課程】 
 〇農業科 
  ・生物科学科 
  ・森林環境科 
  ・フードビジネス科（２・３年） 
 
 

 
【全日制課程】 
 〇商業科 
  ・商業科 
  ・情報処理科 
 〇農業科 
  ・フードビジネス科（１年） 
【定時制課程】 
 〇商業科 
  ・商業科 
 

    （※ 再編前の伊万里農林高等学校及び再編前の伊万里商業高等学校の両校舎（校地）を利用する「校舎制」をとる。）        
 
２ めざす学校像 
 
 
 
 
 
３ 全日制課程 
 (1) 学級編制と学科の特色 
 
 
 
 
 

大学科 小学科 学科の特色 

農業科 

生物 
科学科 

動植物に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、将来、農業や
農業関連産業を通じて地域社会に貢献する人材を育てる。 

森林 
環境科 

森林の育成保護とその利用、自然環境の保全、農業土木の基礎的・基本
的な知識と技術を習得させ、将来、林業・農業土木・地域環境保全を担う
人材を育てる。 

フード 
ビジネス
科 

食品に関する基礎的・基本的な知識と技術、及び社会のニーズに合わせ
た商品開発や経営について体験的に習得させ、将来、加工品（商品）を製
造し、販売できるスペシャリストを育てる。 

商業科 
商業科 

商業全般に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、将来、地域
産業（事務、販売、流通分野）を担う人材を育てる。 

情報 
処理科 

コンピュータの実用的な知識と技術を習得させ、将来、高度情報化社会
で積極的に活躍できるＩＴスペシャリストを育てる。 

 ○ 農業科  
   ・生物科学科    １学級40人 
   ・森林環境科    １学級40人 
    ・フードビジネス科 １学級40人 

 ○ 商業科 
     ・商業科   １学級40人 
    ・情報処理科 １学級40人 

計５学級（200人） 

 心身ともに健康でたくましく、至誠と礼節を重んじ、自律と勤労の精神のもと、研鑽を積んだ
専門的知識・技術と創造力で社会に貢献する人材を育成し、生徒一人ひとりが地域を愛し、夢に
向かって挑戦していく学校。    



入学式、１年宿泊研修、体育祭、修学旅行、芸術鑑賞会、
課題研究発表会、卒業式 

農林キャンパス 商業キャンパス

２年
生物生産科
食品科学科
森林工学科

２年
商業科

情報処理科

３年
生物生産科
食品科学科
森林工学科

３年
商業科

情報処理科

１年
生物科学科
森林環境科

商業科
情報処理科

フードビジネス科

２年
生物科学科
森林環境科

フードビジネス科

商業科
情報処理科

１年
生物科学科
森林環境科

商業科
情報処理科

フードビジネス科

２年
生物科学科
森林環境科

フードビジネス科

商業科
情報処理科

３年
生物科学科
森林環境科

フードビジネス科

商業科
情報処理科

３年
生物生産科
食品科学科
森林工学科

３年
商業科

情報処理科

伊万里実業高等学校
伊万里農林高等学校 伊万里商業高等学校

１年
生物科学科
森林環境科

商業科
情報処理科

フードビジネス科

平

成

31
年
度

平

成

32
年

度

平

成

33
年

度

体育系 文化系

　野球（男） 　レオクラブ・ボランティア

　バスケットボール（男女） 　生活文化・家庭

　バレーボール（女） 　茶華道

　ソフトテニス（男女） 　パソコン・ＯＡ技術

　卓球（男女） 　美術

　剣道（男女） 　太鼓

　陸上競技（男女） 　珠算・電卓

　カヌー（男女） 　簿記

　ソフトボール（女） 　ブラスバンド

　ホッケー（男女） 　情報処理

　柔道（男女）

学校名
等

年度 在籍学年 備考 在籍学年 備考

平成３１年度 １年 開校 ２年 ３年 ４年
   平成28年度
　 入学生（４年）

平成３２年度 １年 ２年 ３年 ４年
   平成29年度
　 入学生（４年）

平成３３年度 １年 ２年 ３年 ４年
   平成30年度
　 入学生（４年）

平成３４年度
１年 ２年 ３年 ４年

（全学年）

伊万里実業高等学校
（商業キャンパス）

伊万里商業高等学校

 (2) 特色ある教育活動 
  ○ 農業科及び商業科のコラボレーション（連携・共同作業）による教育活動 
     ・ 農業科及び商業科を併置した専門高校として、両科による商品の共同開発や農業科がブランド

化した加工品の商業科による販売促進など、体験的な教育活動。 
       ・ 新設「フードビジネス科」において、生徒が両キャンパスで学ぶ環境を設定（１年次：商業キ

ャンパス、２・３年次：農林キャンパス）すると伴に、農業科及び商業科の両方の専門科目の学
習を通じた「６次産業化」に対応した教育活動。 

   ○ 多様化する進路状況に応じた教育 
    ・ 農業科：園芸作物の活用、社会動物（小動物）の飼育・活用、水環境に配慮した土木工学等、 
          生物や環境の応用面に配慮した教育活動。 
    ・ 商業科：高度資格の取得を生かした、就職及び国公立大学等への進学面にも配慮した教育活動。 
  
 (3) 校舎制 
   ① 校舎間移動 
   ○ 校舎間距離：3.7ｋｍ 
○ 生徒の移動 
・ 授業、学校行事、部活動で移動の必要性が生じた場合は、バス等の手配も検討。 
・ 商業キャンパスに配置するフードビジネス科１年生の農林キャンパスでの実習が想定されるため、 
 移動の必要性は今後検討（移動負担の軽減等を踏まえ、再編前の伊万里商業高等学校体育館南側の 
 県有地の活用も考慮）。 

 
② 設置部活動（案）                
 
 
 
 
 
③ 合同で実施する主な学校行事（案） 
 
 
 
４ 定時制課程 
  再編前の伊万里商業高等学校の定時制課程を継続し、生徒の配置は商業キャンパスとする。 
 
５ 年次進行 
【全日制課程】                    【定時制課程】 

 
 

再編前の伊万里農林高等学校及び再
編前の伊万里商業高等学校に設置され
ている部活動は、原則として新高校でも
存続させる。 

学校としての一体感を醸成するため
に、右の合同行事を設定する。

※ 伊万里農林高等学校及び伊万里商業高等学校に入学した者は、それぞれの高等学校を卒業することとなる。 

※ 伊万里農林高等学校については、平成32年度末に閉校する。 

※ 伊万里商業高等学校については、全日制課程は平成32年度末に商業科及び情報処理科を閉科する。 

  また、閉校は定時制課程が終了する平成33年度末となる。 


